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 10PFlops の超大型スーパーコンピュータが実現した現在、次の目標はエクサスケールで

ある。世界各国が 2018 年から 2022 年の間にエクサスケールコンピューティングを実現す

る計画を開始している。物質科学シミュレーションにおいては、実行速度とシミュレーシ

ョンソフトウェアの書きやすさにメモリバンド幅：演算速度比やネットワークバンド幅：

演算速度比、コアあたりのメモリサイズ、同期能力などコンピュータシステムの基本パラ

メータが深く関係している。当然、メモリバンド幅：演算速度比とネットワークバンド幅：

演算速度比は大きいほうが実行速度が増加し、ソフトウェアを素直に書け、書きやすい。 
しかしながら、エクサスケールシステムでは、これらのいずれも悪い方向にいく事は電

力制約、価格制約から避けることは出来ない。実際には、これらの比はピーク演算速度を

抑えることにより容易に向上させることができるからである。 
 私達は、これらの基本パラメータが悪くなることを前提に、その中で性能向上を実現す

るための方策を検討している。まず、これまでの性能向上の動向を測定データで把握し、

将来の必要技術を検討する。 
ポスターでは、ソケット内並列性の問題と、BF 比が抱える問題を中心に、将来のシミュレ

ーションソフトウェアとアーキテクチャのマッチングを論じる。ソケット内並列性の利用

では、ソケット内コア間レイテンシの設計上の問題を示す。 
 これらの基礎データから、ペタスケールのスーパーコンピュータ設計の外延上にエクサ

スケールシステムをとらえることは不適切であることを述べる。 
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